
川薩・出水保健所における定点報告疾患

北薩感染症情報
２０２１年第５０週（１２月１３日～１２月１９日）
【問い合わせ先】 〒895-0041 薩摩川内市隈之城町228番地1

北薩地域振興局保健福祉環境部（川薩保健所）健康企画課
電話 0996-23-3165       FAX  0996-20-2127 

E-ﾒｰﾙ kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp

◎： 警報発令中 ○： 注意報発令中

注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

内科・小児科
定点

インフルエンザ 30.0 10 .0 10 .0 － － － → - － － － → －

RS － － － － － － → - 9 21 7 .00 ↗ －

咽頭結膜熱 3.0 1 .0 － 3 3 0 .75 → - 6 10 3 .33 ↗ ◎

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4 .0 － 1 5 1 .25 ↗ - 1 3 1 .00 ↗ －

感染性胃腸炎 20.0 12 .0 － 24 34 8 .50 ↗ - 47 28 9 .33 ↓ －

水痘 2.0 1 .0 1 .0 － － － → - 2 1 0 .33 ↓ －

手足口病 5.0 2 .0 － 38 35 8 .75 ↓ ◎ 28 6 2.00 ↓ ◎

伝染性紅斑 2.0 1 .0 － － － － → － － － － → －

突発性発疹 － － - 4 1 0 .25 ↓ － － － － → －

ヘルパンギーナ 6.0 2 .0 － 3 － － ↓ － 2 1 0.33 ↓ －

流行性耳下腺炎 6.0 2 .0 3 .0 － － － → - － － － → -

急性出血性結膜炎 1.0 0 .1 － － － － → －

流行性角結膜炎 8.0 4 .0 － 1 1 1 .00 → －

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

インフルエンザ
入院報告

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － 74 79 － ↗ 62 70 － ↗

基幹定点

報　告　数　合　計

＜注意報・警報＞
  ・川薩保健所管内   手足口病（警報）
  ・出水保健所管内　 手足口病（警報），咽頭結膜熱（警報）
　
　＜全数報告＞
  ・川薩保健所管内　 なし
　・出水保健所管内　 ツツガムシ病　1件

＜インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等＞
　・川薩保健所管内　　なし
　・出水保健所管内　　なし

小児科定点

眼科定点

警　報
注意報

定点
報告数

前 週
からの
増 減

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内

前週
報告数
（人）

警　報
注意報

今週
報告数
（人）

前 週
からの
増 減

前週
報告数
（人）定点報告数

定点
報告数

出水保健所管内

今週
報告数
（人）



（警報・注意報）
第 50 週の手足口病の発生状況は，川薩保
健所管内は，35 名（定点報告あたり 8.75）
の報告がありました。

出水保健所管内からは， 6 名（定点報告
あたり 2.00）の報告がありました。
※川薩保健所，出水保健所管内に流

行発生警報を発令します。（川薩保

健所管内は 5 週連続，出水保健所管
内は 19 週連続）

41週 42週 43週 44週 45週 46週 47週 48週 49週 50週

内科・小児科
定点

　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － － －

　ＲＳウイルス感染症 - - 2.00 2.00 － 0.75 0.50 2.25 1.50 0.25 － －

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - － － － － － 0.50 － 1.00 0.75 0.75

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 - 0.75 0.25 3.00 0.75 1.00 0.25 0.25 0.25 0.25 1.25

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - 0.50 2.50 0.75 0.75 2.25 5.00 3.00 6.75 6.00 8.50

　水痘 2.00/1.00 1.00 － 0.50 － 0.25 0.25 0.25 0.50 － － －

　手足口病 5.00/2.00 - 6 .25 1 .25 2.25 － 0.75 5 .75 10 .25 7 .75 9 .50 8 .75

　伝染性紅斑 2.00/1.00 - － － － － － － － 0.25 － －

　突発性発疹 - - 0.25 0.25 0.50 0.25 0.50 － － 0.75 1.00 0.25

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - 0.50 － 2.00 0.25 － － 0.25 0.25 0.75 －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 0.25 0.25 － － － － 0.25 － － －

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 - － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 - － － － － － － － － 1.00 1.00

細菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 - - － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 - - － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - － － － － － － － － － －

41週 42週 43週 44週 45週 46週 47週 48週 49週 50週
内科・小児科

定点
　インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － － －

　ＲＳウイルス感染症 - 0.33 3.67 5.67 2.00 2.67 2.67 2.00 3.00 3.00 7.00

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 - 1.00 － － 0.33 0.67 － 2.33 2.00 2.00 3 .33

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 0.67 1.00 0.67 0.33 0.33 0.67 1.33 0.33 0.33 1.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 - － 2.33 10.33 8.33 7.00 2.33 12.00 15.67 15.67 9.33

　水痘 2.00/1.00 1.00 0.67 － 0.67 0.33 0.33 0.67 0.33 0.67 0.67 0.33

　手足口病 5.00/2.00 - 9 .67 11 .00 5 .00 5 .00 3 .67 6 .67 4 .00 9 .33 9 .33 2 .00

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － － － － － － － － －

　突発性発疹 - - 0.67 1.00 0.67 0.67 0.67 0.67 0.33 － － －

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 - 5.67 0.33 0.33 － － － 0.33 0.67 0.67 0.33

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 0.33 － － － － － － － － －

細菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 - - － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 - - － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 - - － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

- - － － － － － － － － － －

基幹定点

小児科定点

基幹定点

警報/終息

基準値

小児科定点

眼科定点

定点種別

定点種別 疾病

注意報
基準値

疾病
警報/終息

基準値

注意報
基準値

出水保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）

川薩保健所管内推移
（定点報告数）

基幹定点（報告数掲載）



＜手足口病の予防について＞
全国的にみても九州地方での流行が目立っています！！予防を心がけましょう！！

・手足口病とは・・・乳幼児・小児を中心とした疾患で，口腔粘膜及び手や足などに現れる

水疱性の発疹を主症状とした急性ウイルス感染症です。

夏期に流行のピークがありますが，秋から冬にかけても多少の発生

が見られます。

・症状・・・ ３～５日の潜伏期をおいて口腔粘膜，手掌，足底や足背などに水疱性の発疹

が出現します。一般的には，発熱で始まる軽い病気で，ほとんどの人が， 1
週間から 10 日程度で自然に治ります。合併症もほとんどありませんが，ま
れに髄膜炎等の中枢神経症状が発生する事があります。

・感染経路・・・飛沫感染・便中に排泄されたウイルスによる経口感染，水疱内容物からの

感染などがあります。

・予防方法・・・予防方法としては患者に近づかない，手洗いの励行など。

ウイルスは患者が回復しても２～４週間程度，糞便中に排泄されますの

で，排便後の手洗いの徹底が必要です。

＜感染性胃腸炎の予防について＞

感染性胃腸炎が増えています！（川薩 8.50，出水 9.33）
予防を心がけましょう！！

・感染性胃腸炎とは・・・ノロウイルスやロタウイルスなどといったウイルス，またはカン

ピロバクターや病原性大腸菌などといった細菌によっておこる嘔

吐下痢症のことをいいます。一般的に冬季に多いものはノロウイ

ルスやロタウイルスなどのウイルス性のものです。

・症状・・・主にウイルス性のものだと下痢・吐き気・嘔吐・脱水・腹痛などです。

・感染経路・・・ロタウイルス→糞口感染。患者の便の処理をした際に手洗いや消毒が不十

分な場合にウイルスが口から体内に入りおこります。また，

ウイルスがついた手で物などを触り，物を介して感染が広

がることもあります。

ノロウイルス→糞口感染。また，患者の吐物が乾燥するとウイルスが浮遊

し，浮遊しているウイルスを吸い込むことにより感染する

こともあります。非常に感染力が強いことが特徴です。

・予防方法・・・トイレやおむつを替えた後，食材を扱う前の手洗いを徹底する，うすめた

次亜塩素酸ナトリウムなどで調理器具や手指の触れる物を消毒するなど。

またロタウイルスに関しては予防接種なども予防の 1 つ。



※感染性胃腸炎については厚生労働省のホームページなどでもＱ＆Ａやリーフレット等が公開

されていますので，是非ご活用下さい。

＜つつが虫病の予防について＞

鹿児島県のつつが虫病の届出数は平成 23 年以降，全国 1 位が続いています。
毎年秋～冬にかけて発生が多いのが特徴です。

・ツツガムシ病とは・・・リケッチアという細胞内に寄生しないと増殖することができない

小さな細菌に感染したツツガムシ（ダニの一種）に刺咬されるこ

とによって発症する。つつが虫病のヒトからヒトへの感染はない。

・症状・・・悪寒，発熱，頭痛，体幹から広がる全身の皮疹，刺し口の発赤など。

・予防・・・素肌の露出を避け，長袖・長ズボン・長靴・手袋を着用する。

肌の出る部分にはヒト用防虫スプレーを用いる。 など

※ 新型コロナウイルスの参考資料（厚生労働省ホームページ）

〇 新型コロナウイルスに関する情報

【新型コロナウイルス感染症診療の手引き第６．０版】 令和３年１１月２日 更新

【新型コロナウイルス感染症（COVID-19）病原体検査の指針第４．１版】
令和３年１０月５日更新

【学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル】

令和３年１１月２２日更新

【新型コロナウイルス診療の手引き 別冊 罹患後症状のマネジメント】

令和３年１２月１日発行




